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体活動量+169 kcal，いずれも F く0.05)，エネルギー
摂取蚤は食事群においてのみ有意に減少した (-598kcal， 
P < 0.05).活力年齢は食事群で6.4土 9.4歳 (P< 0.05)， 
通勤務で7.2土 10.7歳 (P < 0.05)帯意に若くなったが，
交互作Jllは認められなかった (pニ0.53).活力年露主権成
i克子の改轄には，介入方法による違いが見られ，食事者ーで
は，持甲骨下部皮脂j事，収縮j弱血在， 1秒、最の改善が顕著
であった. 一方，運動群では， LT時酸素摂取量，反後撲
とぴ，開眼片足立ちの改警が顕著であった. [結論}中年
肥満男性における食事改善，運動実践は鍵藤度の改善に間
程度寄与するが，問介入は健廉度の講成留子に異なる
を及ぼすことが示唆された. したがって，高出庄のため鍵
康j支が抵下している場合は食習鑑の改善を，体力減退のた
め鰭康度が法下している場合は運動の習環イとを自指すなど，
1誌に適した介入方法を提供し得ることが推察された.
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